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―
―
社
会
医
療
法
人
財
団
白
十
字
会
の
医
療
Ｉ

Ｔ
化
の
沿
革
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
先
代
理
事
長
が
医
療
Ｉ
Ｔ
化
に

積
極
的
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
Ｉ
Ｔ
の
黎
明

期
の
頃
よ
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
１
９
９
５

年
に
当
院
が
現
在
の
地
に
移
転
し
た
際
に
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
独
自
開
発
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
法
人
内
に
Ｉ
Ｔ
専
門
の
部
署
で
あ
る
シ

ス
テ
ム
開
発
室
を
設
置
し
、
以
来
、
当
法
人
の

医
療
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
年
に
は
、
独
自
開
発
に
よ
る
第
２

世
代
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
市
販
の
電

子
カ
ル
テ
を
組
み
合
わ
せ
た
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
福
岡
県
に
あ
る
白
十
字
会 

白
十

字
病
院
で
も
同
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
ま
し
た
。
以
降
は
シ
ス
テ
ム
開
発
室
で

シ
ス
テ
ム
の
改
良
と
、
開
発
技
術
の
研
鑚
を
重

ね
て
、
07
年
に
は
電
子
カ
ル
テ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

（H
akujyujikai O

rganizing H
ealth and 

M
edical Inform

ation E
nterprising 

System

）
を
開
発
し
、
同
年
10
月
に
佐
世
保
中

央
病
院
、
翌
年
３
月
に
は
白
十
字
病
院
で
も
稼

働
を
開
始
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、
地
域
の

連
携
登
録
医
療
機
関
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ネ
ッ
ト
99
」
を
構
築
し
、
当
院
に
あ
る

独自開発でIT化を進める地域の中核病院が
最先端のDBソリューションを導入して、
情報システム基盤の高信頼化と最適化を追求
１９２９年に佐世保市で開業した富永内科医院から始まる社会医療法人財団 白十字会 佐世保中央病院は、
1978年に医事システムを独自開発して以来、先進的な医療 ITの開発・導入・運用を積極的に行っている。
同院では、厚労省・経産省・総務省の医療情報に関するガイドラインに準拠した医療 ITインフラを2014年に構築。
信頼性が高いバックアップシステムとセキュリティ性を確保し、可用性の向上と同時にコスト低減を実現している。
同院の情報システムの現況と医療ITインフラの再構築を、平尾副院長／医療情報本部長らに聞いた。
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シ
ス
テ
ム
の
一
部
や
体
制
に
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
14
年
に
行
う
サ
ー
バ
更
新
を
機
に
、

安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
に
準
拠
し
た
サ
ー
バ
へ
の
更
新

と
機
器
の
選
定
を
行
い
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
支

え
る
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
を
図
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

―
―P

R
E
M
IS
s

受
審
の
狙
い
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
法
人
がPREM

ISs

を
受
審
し
た
目
的
は
、

体
制
・
運
用
方
法
・
内
部
監
査
な
ど
の
安
全
管

理
に
関
す
る
説
明
責
任
や
電
子
カ
ル
テ
Ｈ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
Ｓ
の
要
求
仕
様
の
検
収
な
ど
に
対
す
る
外
部

監
査
を
兼
ね
て
、
安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
へ
の
準
拠
性

を
第
三
者
に
客
観
的
に
評
価
し
て
も
ら
い
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

受
審
で
は
、
外
部
検
査
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め

た
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
の
リ
ス
ク
分
析
・
規
定
の
考
え

方
、
内
部
監
査
規
定
・
体
制
の
構
築
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
加
え

て
、
各
種
文
書
・
規
定
、
個
人
情
報
保
護
体
制

に
つ
い
て
も
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
は
、

非
常
に
有
益
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
、
内
部
監
査
体
制
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
、
医
療
情
報
本
部
シ
ス
テ
ム
開

発
室
の
職
員
に
、
一
般
社
団
法
人
医
療
情
報
安

全
管
理
監
査
人
協
会
（M

iSCA

）
が
認
定
す
る

公
認
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
監
査
人
の
資
格
を
取

得
さ
せ
ま
し
た
。

―
―
今
回
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
の
特
色
、

そ
し
て
要
諦
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
再
構
築
で
は
、
よ
り
信
頼
性
と
安
全

性
が
高
い
環
境
の
構
築
と
運
用
の
効
率
化
、
さ

ら
に
安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
準
拠
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ

電
子
カ
ル
テ
情
報
を
活
用
し
て
も
ら
っ
た
り
、

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
予
約
に
利
用
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
約
30
の
医
療
機
関
が
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
お
り
、
登
録
患
者
数
は

総
計
で
１
万
８
０
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

―
―
電
子
カ
ル
テ
を
独
自
開
発
し
た
経
緯
に
つ

い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構V

er.5.0

の
認
定
更

新
に
際
し
、
医
師
の
口
頭
指
示
と
看
護
師
の
指

示
受
け
、
医
師
の
承
認
を
電
子
的
に
可
能
と
す

る
機
能
を
開
発
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
こ
と

が
契
機
で
し
た
。
当
時
の
電
子
カ
ル
テ
に
こ
の

よ
う
な
機
能
は
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
紙
ベ
ー

ス
で
の
運
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

加
え
て
、
職
員
か
ら
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
理

事
長
の
決
断
の
下
、
医
師
支
援
シ
ス
テ
ム
や
バ
ー

コ
ー
ド
入
力
に
よ
る
３
点
認
証
機
能
、
物
流
在

庫
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
に
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ま

で
を
も
盛
り
込
ん
だ
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

―
―
今
回
、
再
び
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
た

経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

05
年
５
月
に
「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、
安
全

管
理
Ｇ
Ｌ
）」
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
当
院
の
シ

ス
テ
ム
が
安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
に
準
拠
し
て
い
る
か

を
院
内
で
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
運
用
の
見
直
し

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
院
だ
け
で
な

く
第
三
者
機
関
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
と
考

え
、
11
年
９
月
に
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ

ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｄ
Ｃ
）
の
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
安
全
管
理
評
価
制
度
（PREM

ISs

）
を

受
審
し
認
定
を
受
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
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平尾 幸一（ひらお・こういち）氏

―
―
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

法
人
内
に
は
、
急
性
期
病
院
で
あ
る
当
院
だ

け
で
は
な
く
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

機
能
を
有
す
る
燿
光
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
通
所
介
護
事
業
所

な
ど
、
多
く
の
病
院
・
施
設
や
事
業
所
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
医
療
と
介
護
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
連
携
を
図
り
、
地
域
の
在

宅
医
療
・
介
護
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

院
外
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
現
在
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト

99
」
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
検
査
依
頼
や
、
院
内
の
電
子

カ
ル
テ
情
報
を
連
携
医
療
機
関
に
閲
覧
さ
せ
る

一
方
通
行
の
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
同
じ
長
崎
県
で

稼
働
し
て
い
る
「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」
の
よ
う
に

双
方
向
性
を
指
向
し
た
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

テ
ィ
強
化
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
特

に
重
視
し
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

　

再
構
築
の
結
果
、
サ
ー
バ
の
仮
想
化
・
集
約

等
に
よ
る
効
率
性
の
向
上
、
法
人
内
病
院
間
で

お
互
い
の
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
そ
し
て
通
信
経
路
お
よ
び
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
暗
号
化
を
実
現
で
き
、
こ
れ
で
内
外

に
胸
を
張
れ
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化

が
進
む
中
、
医
療
情
報
の
外
部
保
存
や
通
信
関

係
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
面
に
つ
い
て
、
医

療
関
係
者
が
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
医
療
情
報
を
取
り
扱
う
際
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
だ
け
で
な
く
経
済
産
業

省
、
総
務
省
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
て
お

り
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
と
事
業
者

は
、
こ
れ
ら
３
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し

た
運
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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白
十
字
会
で
は
、
１
９
７
８
年
よ
り
医
事
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
稼
働
を
行
っ
て
お
り
、
83
年

に
は
「
株
式
会
社
ソ
フ
ト
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

名
の
関
連
会
社
を
設
立
し
、
医
事
シ
ス
テ
ム
、

老
人
保
健
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
販
売
を
行
っ
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
流
れ
を
く
む
シ
ス
テ
ム
開
発

室
は
、
法
人
本
部
の
医
療
情
報
本
部
に
所
属
し
、

電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
と
す
る
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
運
用
、
法
人
各
施
設
お
よ
び
グ

▼
社
会
医
療
法
人
財
団
白
十
字
会 

医
療
情
報
本
部 

シ
ス
テ
ム
開
発
室
　

安
全
Ｇ
Ｌ
準
拠
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
を
図
り
、

地
域
に
お
け
る
医
療
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
に
期
待
を
寄
せ
る

ル
ー
プ
施
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
業
務
分
析
、

シ
ス
テ
ム
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
製
造
／
改
修
、
シ

ス
テ
ム
運
用
／
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
室
の
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
ス
タ
ッ

フ
が
11
名
、
事
務
１
名
、
非
常
勤
１
名
、
現
在

出
向
中
の
ス
タ
ッ
フ
１
名
の
計
14
名
。
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
が
初
級
医
療
情
報
技
師
、
応
用
情
報

処
理
技
術
者
等
の
資
格
を
有
し
て
い
る
。
シ
ス

テ
ム
開
発
室
の
現
況
に
つ
い
て
、
医
療
情
報
本

部
シ
ス
テ
ム
開
発
室 

課
長
の
竹
谷
貴
海
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
開
発
・
運
用
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、

佐
世
保
中
央
病
院
に
開
発
担
当
６
名
と
運
用
担

当
４
名
、
福
岡
市
の
白
十
字
病
院
に
は
開
発
担

当
が
２
名
と
運
用
担
当
２
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
佐
世
保
中
央
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

燿
光
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
等
の
施
設
の

Ｉ
Ｔ
関
連
も
担
当
し
て
い
ま
す
」

　

充
実
し
た
人
数
を
擁
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
室

だ
が
、
人
件
費
と
シ
ス
テ
ム
関
連
に
関
す
る
費

佐
世
保
中
央
病
院
で
は
、
２
０
１
４
年
に
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
の
サ
ー
バ
を
更

新
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、

安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
）」
に
準
拠
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

お
よ
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
と
概
要
に
つ
い
て
、
社

会
医
療
法
人
財
団
白
十
字
会 

医
療
情
報
本
部 

シ

ス
テ
ム
開
発
室
課
長
の
竹
谷
貴
海
氏
ら
に
話
を

聞
い
た
。

「モバイル機器への対応など、今後も当院の
ニーズに適応して新しい機器・システムを積極
的に導入したい」と話す竹谷貴海氏

「医療現場の意見を吸い上げ、そのニーズに
応えるシステム開発・運用を実施することに自
分たちの価値がある」と話す南里忠広氏

用
を
合
わ
せ
て
も
、
同
じ
病
床
規
模
の
病
院
の

Ｉ
Ｔ
関
連
費
用
と
比
べ
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
負

担
で
納
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
ベ
ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
場
合
、
そ
の

維
持
・
管
理
に
Ｓ
Ｅ
等
ス
タ
ッ
フ
が
１
〜
２
名

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
彼
ら
の
人
件
費
等
を
考

え
る
と
か
な
り
安
価
な
費
用
で
シ
ス
テ
ム
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院
内
の
ス
タ
ッ
フ
ゆ
え

に
病
院
内
の
業
務
事
情
に
精
通
し
て
い
る
の
で
、

シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
も
高
く
、
医
療
現
場
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
評
価
も
高
い
で
す
ね
」（
平
尾
副

院
長
）

　

同
院
で
は
、
２
０
１
４
年
に
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
サ
ー

バ
の
保
証
期
限
切
れ
に
伴
う
サ
ー
バ
更
新
を
実

安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
を
果
た
す

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
サ
ー
バ
更
新

サーバ集約・冗長化と遠隔地バックアップ システムの概念図。サーバを仮想化して16台あった物理サーバを5台に集
約するとともに「Oracle Real Application Cluster（RAC）」を新たに導入して、システムの分散処理と並列処理を実
現。万一、システムに障害が発生しても、無停止で業務を継続することが可能となっている。遠隔地バックアップシステ
ムでは「Oracle Advanced Security」の暗号化機能を採用して通信経路およびデータベースの暗号化を図るとともに
「Oracle Data Guard」を活用して自動かつリアルタイム転送によるデータのバックアップを実現している
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――佐世保中央病院の沿革と概要について
お聞かせください。
　1929（昭和４）年に私の祖父である初代
理事長の富永猪佐雄が佐世保市宮崎町に
「富永内科医院」を開設したのが嚆矢です。
以来80数年間に渡り、この佐世保の地域
医療に貢献してきました。
　現在、当院は許可病床数 312床、常勤
医師数は55名を数え、日々質の高い医療
の提供を目指しています。平成 27年度の診
療実績としては、1日の平均外来患者数は
540名、病床稼働率は86.2%の実績です。
なお、診療圏としては当院がある長崎県北
医療圏に留まらず、長崎医療圏、長崎県央
医療圏、佐賀県西部医療圏からも患者さん
が来院されています。
――診療の特徴についてお聞かせください。
　1995年に現在の佐世保市大和町に移転
してからも、一貫して地域医療に貢献してき

ました。近年では特に救急医療に力を入れて
おり、救急外来受診者数は平成 27年度で
5,613人、うち救急車搬送数は2,458人を数
えます。また、08年には長崎県北で初めて
地域医療支援病院に認定されてもいます。
　長崎県でも医師不足は大きな問題となって
いますが、当法人では医師たちの持つマンパ
ワーを最大限に活用するように、さまざまな
工夫や努力をしています。特筆したいのが、
当院の心臓血管外科と循環器内科の医師
を院外に派遣し、県外で外来診療を実施し
ていることです。
　高齢化が進んだこともあって、当院のある
長崎県北西部や佐賀県西部にはリューマチ
の患者さんが多く、遠く佐賀県の有田・伊万
里からも患者さんが来院されています。当院
の常務理事で前院長の植木幸孝医師が精
力的に地域の医療施設との連携を図る中、
リューマチ患者の中には不整脈や静脈瘤、

大動脈解離といった心臓を含む循環器系疾
患を抱えた患者さんも多いことがわかり、こ
れらの早期発見と重篤化防止の観点から、
県外での外来診療事業を始めました。同事
業は、大きな成果を挙げて、地域からもたい
へん高く評価されています。
　このほか、在宅医療後方支援病院という
役割も担っていることから、医療情報連携
ネットワーク「メディカル・ネット99」を活用
して当院の電子カルテ情報を地域の先生方
に共有・活用していただくなど、医療 ITを積
極的に活用しています。
――医療 ITに関する先進的な取り組みを続
けている理由をお聞かせください。
　先代理事長で私の父でもある富永雄幸が
ITに高い関心を持っていて、95年には独自
開発によるオーダリングシステムを稼働させ
るなど、医療のIT化には昔から積極的に取
り組んできました。
　01年に電子カルテ導入を決定した際に
パッケージソフトを導入するかどうか議論を
重ねましたが、職員の判断を優先し、独自開
発による医療 IT化を継続することを決断し
ました。私立病院の良さは常に変化に即応
できる体制を構築できる点です。病診連携
がこれだけできているのは、医療 ITのおか
げと考えています。

1955年長崎県生まれ。1980年日本医科大学卒。
九州大学医学部第2内科入局、福岡赤十字病院、
松山赤十字病院、九州大学医学部第2内科助手を経て、
1993年より社会医療法人財団白十字会白十字病院内科勤務、
1999年より同法人理事長

I n t e r v i e w

社会医療法人 白十字会
理事長

富永雅也氏に聞く
とみなが　まさや

「オラクルのDatabase 関連製品群はリーズナ
ブルな価格設定ながら、高機能で信頼性が高
く、扱いやすい」と話す岩崎勝則氏

施
。
そ
の
際
、
安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
に
準
拠
し
た
サ
ー

バ
へ
の
更
新
に
加
え
て
、
災
害
や
事
故
な
ど
不

測
の
事
態
に
お
け
る
、
事
業
継
続
の
視
点
か
ら

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Business Continuity Plan

）
対

策
と
し
て
、
通
信
経
路
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
暗
号
化
、
遠
隔
地
デ
ー
タ
保
存
が
可
能
な
機

器
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

再
構
築
を
図
っ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
に
関
す
る
経
緯
に
つ

い
て
、
竹
谷
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
安
全
管
理
評
価
制
度
（
以

下
、PRIM

ISs

）
を
11
年
に
受
審
し
た
際
、
シ

ス
テ
ム
の
一
部
と
監
査
証
跡
の
シ
ス
テ
ム
・
体
制

に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
当
時
使
用
し
て
い
た
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｓ
サ
ー
バ
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
14

年
の
サ
ー
バ
更
新
時
に
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
に
当
た
っ
て
、
同
院

が
採
用
し
た
の
が
オ
ラ
ク
ル
の
製
品
群
で
あ
る
。

佐
世
保
中
央
病
院
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
バ
に

つ
い
て
は
、「O

racle D
atabase 10g

」
か
ら

「O
racle D

atabase 11g Enterprise Edition

」

に
移
行
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

異
機
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
間
で
、
デ
ー
タ
を
ほ
ぼ

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
連
携
／
レ
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
な
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

「O
racle GoldenGate

」
を
使
用
し
た
。
同
ミ
ド

ル
ウ
ェ
ア
は
、
ソ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
ほ
と
ん
ど
負

荷
を
か
け
ず
に
高
速
に
転
送
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
効
あ
っ
て
、
佐
世
保
中
央
病
院

で
は
、
デ
ー
タ
移
行
に
関
し
て
は
、
病
院
の
日

常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
遅

延
な
く
完
了
し
た
。
サ
ー
バ
切
り
替
え
に
要
し

た
時
間
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
切
替
時
間
が
約

１
分
、
シ
ス
テ
ム
の
停
止
時
間
は
約
30
分
で
済

み
、
診
療
現
場
で
の
動
作
確
認
な
ど
を
含
め
て

も
全
作
業
は
１
時
間
で
終
了
し
た
。
そ
の
た
め
、

病
院
職
員
の
大
半
が
定
期
的
な
サ
ー
バ
点
検
と

違
い
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
移
行
作
業
に
つ
い
て
、
シ
ス

テ
ム
開
発
室
係
長
の
南
里
忠
広
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
に
採
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
オ

ラ
ク
ル
の D

atabase

で
し
た
の
で
、
サ
ー
バ
更

新
に
当
た
り
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
コ
ピ
ー
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
当
然
同
じ
会
社
の
も
の
を
採
用
し
た

方
が
親
和
性
が
高
い
だ
ろ
う
と
想
定
し
て
採
用

し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
移
行
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
短
時
間
で
、
私
た
ち
病
院
ス
タ
ッ
フ
の

手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
実
現
で
き
た
の
で
、

病
院
職
員
の
中
に
は
、
更
新
作
業
の
実
施
に
全

く
気
が
つ
か
な
い
者
も
い
た
く
ら
い
で
す
」

　

サ
ー
バ
更
新
で
は
、
仮
想
化
技
術
を
活
用
し

て
物
理
サ
ー
バ
台
数
は
16
台
か
ら
５
台
へ
、
ラ
ッ

ク
本
数
は
３
本
か
ら
１
本
に
削
減
。
消
費
電
力

も
５
４
０
０
Ｗ
か
ら
１
７
０
０
Ｗ
と
３
分
の
１

以
下
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。



（    ）80新　医　療　2016年5月号

　

さ
ら
に
、
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
シ
ス
テ
ム
の

信
頼
性
・
可
用
性
向
上
の
た
め
、
ク
ラ
ス
タ
リ

ン
グ
機
能
で
あ
る
「O

racle Real A
pplication 

Cluster

（RA
C

）」を
新
た
に
導
入
し
た
。
結
果
、

サ
ー
バ
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
分
散
処
理
と
並

列
処
理
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
万
一
、一
部

の
シ
ス
テ
ム
に
障
害
が
発
生
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム

を
停
止
す
る
こ
と
な
く
業
務
を
継
続
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
準
拠
に
際
し
て
、
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
の
が
大
規
模
災
害
時
や
停
電
時
等

に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
で
あ
っ
た
。
今
回
の
Ｉ
Ｔ

イ
ン
フ
ラ
再
構
築
以
前
か
ら
、
同
院
で
は
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
対
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
て
い
た

と
竹
谷
氏
は
話
す
。

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
必
要
最
低
限
の
デ
ー
タ

を
病
院
と
は
別
の
場
所
に
あ
る
簡
易
サ
ー
バ
に

収
め
て
お
く
と
い
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を

11
年
か
ら
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
家
庭
用

卓
上
コ
ン
ロ
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
２
本
で
約
２
時

間
発
電
す
る
能
力
を
持
つ
小
型
発
電
機
で
稼
働

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
実
際
に
使

用
す
る
際
は
、
２
台
の
発
電
機
を
並
列
運
転
さ

せ
る
こ
と
で
、
ボ
ン
ベ
入
れ
替
え
時
に
も
切
れ

目
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
同
震
災
の
よ
う
な
広
域
で
の
大
規
模
災

害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
佐
世
保
市
に
あ

る
佐
世
保
中
央
病
院
と
、
福
岡
市
の
白
十
字
病

院
の
間
で
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
以
後
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
上

で
は
、
ま
ず
起
こ
り
え
な
い
病
院
建
物
の
全
壊
、

そ
し
て
サ
ー
バ
や
端
末
が
起
動
せ
ず
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
切
断
さ
れ
る
と
い
っ
た
最
悪
の
事
態

に
陥
っ
て
も
、
病
院
の
診
療
情
報
を
確
保
・
参

照
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
震
や
津
波
と
い
っ
た
自
然
災
害
以
外
に
も
、

火
災
も
起
こ
り
得
ま
す
の
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用

サ
ー
バ
は
病
院
以
外
の
建
物
に
保
存
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
福
岡
市
に
あ
る
白
十
字
病
院
と

当
院
の
デ
ー
タ
を
お
互
い
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
合

う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
で
す
。
福
岡
市
と

佐
世
保
市
は
車
で
約
２
時
間
前
後
の
距
離
な
の

で
、
最
悪
ス
タ
ッ
フ
が
直
接
デ
ー
タ
を
取
り
に
い

く
こ
と
も
で
き
ま
す
」（
竹
谷
氏
）

　

遠
隔
地
デ
ー
タ
保
存
に
つ
い
て
は
、
主
に
デ
ー

タ
保
護
を
目
的
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
自
動

同
期
（
レ
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
機
能
で
あ
る

「O
racle D

ata Guard

」
を
活
用
し
た
。
同
機

能
に
よ
っ
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
自
動
か
つ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
転
送
で
行
わ
れ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
開

発
室
職
員
ら
の
手
間
は
全
く
不
要
で
あ
る
ば
か

り
か
、
災
害
発
生
直
前
ま
で
の
デ
ー
タ
保
護
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
継
続
性
の
大
幅
な

向
上
を
実
現
し
て
い
る
。

　

安
全
管
理
Ｇ
Ｌ
へ
の
準
拠
に
対
し
て
、
通
信

経
路
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
暗
号
化
や
監
査

医療情報本部システム開発室。白十字会における医療 ITの開発・運用・管理を一手に
引き受けており、スタッフ数は事務職員等含めて14名。佐世保中央病院と福岡市の白十
字会病院にそれぞれ常駐している

佐世保中央病院における地域連携ネットワーク概念図。地域医療連携ネットワーク「メディカル・ネット99」に
は2016 年 3月15日現在で、28の医療機関が参加、登録患者数は18,226名を数える

負
荷
を
か
け
な
い
暗
号
化
機
能
で

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
を
向
上

通
信
経
路
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
暗
号
化

遠
隔
地
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
バ
を
設
置
し
、

２
施
設
間
で
互
い
の
デ
ー
タ
を
守
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策



（    ）81 新　医　療　2016年5月号

佐世保中央病院
社会医療法人財団白十字会

平成27年度診療実績
診療科目数：27科
許可病床数：312床
1日平均外来患者数：540名
病床稼働率：86.2％
紹 介 率： 90.3％
逆紹介率：117.1％

　社会医療法人財団白十字会は、関連
法人である社会福祉法人佐世保白寿会
と併せて、3病院・3介護老人保健施設・
1介護老人福祉施設の計1,658 床と、
2ヵ所の小規模多機能ホーム・2ヵ所
の介護付有料老人ホームを運営し、佐
世保・福岡市民から信頼を集める医療・
介護福祉機関である。なお、佐世保中
央病院は同法人の中心的役割を担う急
性期病院である。
　同院は、地域医療支援病院、臨床研
修指定病院、日本医療機能評価認定病
院、長崎県指定がん診療連携推進病院、
地域脳卒中センター、認知症疾患医療
センター、開放型病院、救急告示病院
など、多くの認定を受けた施設で、佐
世保市の医療を支える中核病院として
の機能を果たしている。

体
制
の
再
構
築
も
大
き
な
課
題
だ
っ
た
と
南
里

氏
は
話
す
。

「PREM
ISs

の
受
審
で
、
監
査
の
重
要
性
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
自
主
開
発
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
シ
ス
テ
ム

管
理
者
を
監
査
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
監
査
用
サ
ー
バ
を

設
置
し
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
の
運
用
記
録
を
保

存
す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
運
用
の
内
容
を
ガ
ラ

ス
張
り
に
し
て
、
内
部
監
査
が
可
能
な
体
制
を

構
築
し
た
の
で
す
」

　

監
査
体
制
の
構
築
に
お
い
て
は
、「O

racle 
D
atabase

」
フ
ァ
イ
ン
グ
レ
イ
ン
監
査
機
能
を

活
用
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
全
項
目
に
つ
い
て
監
査

証
跡
を
残
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
権
限
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
制
御
と
監
視
が
可
能
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

通
信
経
路
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
暗
号
化

に
つ
い
て
は
、「O

racle D
atabase Enterprise 

Edition

」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
で
あ
る
「O

racle 
A
dvanced Security

」の
暗
号
化
機
能
を
採
用
。

通
信
経
路
上
の
暗
号
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
レ
ベ

ル
で
の
デ
ー
タ
の
暗
号
化
を
実
施
し
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
、
私
た
ち
シ
ス
テ
ム
担
当

者
が
正
し
く
運
用
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
で
、
そ
れ
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ

と
に
は
正
直
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
正
し
い

運
用
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
、

病
院
職
員
に
安
心
し
て
業
務
を
遂
行
し
て
も
ら

え
る
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
」（
南
里
氏
）

＊
１　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
処
理
の
内
容
や
プ
ロ

セ
ス
を
、
シ
ス
テ
ム
監
査
人
が
追
跡
す
る
た
め

に
時
系
列
に
沿
っ
て
保
存
さ
れ
た
記
録
の
こ
と

　

同
院
で
は
、
オ
ラ
ク
ル
の
製
品
を
シ
ス
テ
ム
の

管
理
・
運
用
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
分
析
に
も

活
用
し
て
い
る
。
オ
ラ
ク
ル
製
Ｂ
Ｉ
（Business 

Intelligence

）
を
運
用
し
て
、
デ
ー
タ
分
析
業

務
を
担
当
し
て
い
る
医
療
情
報
本
部 

シ
ス
テ
ム

開
発
室
係
長
の
岩
崎
勝
則
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
オ
ラ
ク
ル
製
の
Ｂ
Ｉ
は
、Ｂ
Ｉ
業
界
内
で
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
も
評
価
し
ま

す
が
、
扱
い
や
す
い
の
が
有
難
い
で
す
。
ま
た
、

当
院
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
オ
ラ
ク
ル
製
で
あ
る
こ

と
か
ら
シ
ス
テ
ム
同
士
の
親
和
性
も
高
く
、
そ
の

安
定
性
に
は
安
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
当
院
で
は
診
療
に
関
し
て
患
者
単
位
で
の

原
価
計
算
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
Ｂ

Ｉ
で
分
析
・
評
価
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん
有
用

な
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
全
て
の
分
析
を
シ
ス
テ
ム
開
発
室
で

請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｂ
Ｉ
導
入
に
よ
り
、

診
療
現
場
で
も
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ
分
析
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
も
評
価
し
て
い
ま
す
」

　

副
院
長
の
平
尾
氏
も
、
Ｂ
Ｉ
に

よ
る
デ
ー
タ
分
析
に
つ
い
て
は
高

く
評
価
し
て
い
る
。

「
診
療
科
単
位
で
原
価
計
算
を
実

施
し
て
い
る
施
設
は
よ
く
目
に
し

ま
す
が
、
患
者
単
位
で
原
価
計
算

を
行
っ
て
い
る
施
設
は
ま
だ
少
な

い
で
し
ょ
う
ね
。
他
の
施
設
か
ら

も
、
当
院
の
原
価
計
算
方
式
を
大

い
に
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
声
を
耳
に
し
て
い
ま
す
」

　

オ
ラ
ク
ル
に
対
す
る
評
価
と
今
後
の
期
待
に

つ
い
て
、
平
尾
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
一
般
ベ
ン
ダ
の
製
品
を
使
わ
ず
と
も
、
オ
ラ
ク

ル
の
仕
組
み
だ
け
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
遠
隔

地
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
高
品
質
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
、
さ
ら
に
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
監
査
体
制
を

構
築
で
き
ま
し
た
。
医
療
分
野
に
お
け
る
オ
ラ

ク
ル
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
は
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
し
、
今
後
も
ク
ラ
ウ
ド
活
用
や
新
シ

ス
テ
ム
開
発
な
ど
で
、
長
期
に
わ
た
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

白十字会が開発した電子カルテ「HOMES」。医療安全ガイドラインに準拠した性能
仕様を持ち、同法人における質の高い医療の推進に多大な貢献を果たしている

仮想化によって集約されたサーバラック。物理サー
バの台数を大幅に削減、消費電力も1/3以下に
低減させるなど、システムのダウンサイジングを実
現している

医
療
分
野
で
の
実
績
を
高
く
評
価

長
期
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

オ
ラ
ク
ル
製
品
群

＊
1


